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概要 
  数十ミクロンオーダー以下の大きさの微粒子材料について、その表面に形態をナノメートルオー
ダーで制御しためっき皮膜を作製する技術の開発を行っている。これまでに、水素吸蔵合金、水酸化
ニッケル、PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）の微粒子についてその表面に電解または無電解めっ
きにより、金属あるいは金属樹脂複合皮膜を作製するプロセスを確立してきた。複数種のサイズおよ
び表面エネルギーの異なる粒子をいかに均一に分散し、めっき反応場にコンスタントに供給するかが
この技術の一つのキーポイントであり、我々の研究グループでは界面活性剤を用いた分散技術につい
て、めっきプロセスへの適合性を含めて情報の収集、整理を行っている。作製された複合めっき皮膜
つき微粒子材料は、成形プロセスを経て高出力ニッケル水素電池や新型高分子固体電解質形燃料電池
材料としての利用を進めている。 
調査・研究から実用化までのプロセス 
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